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一
月
二
十
四
日
か
ら
三
日

間
、
市
議
会
文
教
委
員
会
で

調
布
市
・
名
古
屋
市
・
浜
松

市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
視

察
を
行
い
ま
し
た
。 

今
日
、
凶
悪
犯
罪
の
増
加

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
悪
化
す
る
と
と

市
議
会
文
教
委
員
会
の
視
察
報
告 

二
つ
の
市
で
は
、
学
校
の

空
き
教
室
を
利
用
し
集
団
で

の
遊
び
を
し
ま
す
。
対
象
は
、

学
童
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い

な
い
全
児
童
で
す
。
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も

と
、
得
意
な
趣
味
を
提
供
し

て
も
ら
う
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
と
地
域
を
つ
な
ぐ
試
み
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

の
予
算
は
、
市
の
独
自
財
源

な
の
で
す
。 

健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り

を
、
事
業
所
の
役
割
も
含
め

二
十
二
条
と
附
則
の
条
例
に

し
て
い
る
の
で
す
。 

い
ま
、
岡
山
市
で
も
「
市

民
協
働
の
人
づ
く
り
条
例
」

（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け
た

準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
権
利
を
支
援

す
る
条
例
を
め
ざ
し
て
頑
張

り
ま
す
。

も
に
、
自
宅
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
等
で
一
人
遊
び
に
興
じ
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
で
は
、
調
布

市
と
名
古
屋
市
に
お
け
る
、

放
課
後
の
児
童
育
成
の
た
め

の
画
期
的
な
と
り
く
み
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

調
布
市
で
は
、
全
国
に
先

駆
け
て
制
定
さ
れ
て
い
る

「
子
ど
も
条
例
」
を
学
び
ま

し
た
。
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
つ
基
本
的
人
権
の
理
念

を
尊
重
し
、
そ
れ
を
保
障
し

子
ど
も
が
幸
福
に
過
ご
す
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
地
域

や
学
校
な
ど
で
、
子
ど
も
が

県『医療費公費負担制度の 
見直し』で、市議会が意見書 
岡山県は、「単県医療費公費負担制度の

見直し案を策定し発表しました。 

「単県医療費公費負担制度」とは、ひ

とり暮らしやねたきりの高齢者、重度心

身障害者、ひとり親家庭などの医療費の

経済的負担を軽減するための制度です。

これを、4 月からの来年度予算編成にあ

たって制度を見直し、段階的廃止や自己

負担の導入、対象者の限定などを提示し

ました。 

岡山市議会は、このような福祉を後退

させるような見直しは、とうてい認めら

れないとして、1 月１８日に行われた臨

時市議会で、全会一致で意見書の提出を

きめました。 

文教委員会の視察に参加した稲葉市会議員(右から２人目)
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学南町署名活動前の打合せ・稲葉さん写す 

 

 

 

稲
葉
市
議
の
活
動
地
域
で
憲
法
九
条
を
守
る

会
の
動
き
を
、
本
紙
前
号
に
引
き
続
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

毎
月
九
日
に
署
名
と
街
宣 

― 

岡
山
北
部
共
同
セ
ン
タ
ー 

「
憲
法
九
条
を
守
る
岡
山
北
部
共
同
セ
ン
タ

ー
」
は
、
毎
月
九
日
に
行
動
し
て
い
ま
す
。 

一
月
の
学
南
町
三
丁
目
に
続
い
て
、
二
月
に
は

津
島
南
一
丁
目
で
戸
別
署
名
を
行
い
、
稲
葉
市
会

議
員
は
一
月
、
森
脇
県
会
議
員
が
二
月
の
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
三
月
は
香
和
地
区
の
活
動
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

三
月
十
八
日
に
学
習
会 

― 

竜
の
口
・
財
田
学
区 

共
同
セ
ン
タ
ー 

「
竜
の
口
・
財
田
学
区
憲
法
改
悪

反
対
共
同
セ
ン
タ
ー
」
は
、
三
月
十

八
日
、
財
田
福
祉
プ
ラ
ザ
で
山
崎
博

幸
弁
護
士
を
講
師
に
学
習
会
を
行

い
ま
す
。 

「
各
戸
を
訪
問
し
て
憲
法
九
条
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
戦
時
中
の
苦

し
み
を
語
ら
れ
て
、
家
族
全
員
の
名

前
を
書
い
て
下
さ
っ
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。
」
（
稲
葉
市
会
議
員
の
話
）

◆◇桑野のふれあ

いセンターの無料

バスが、月曜と土

曜に運行されてい 

ます。高島学区では雄町のアクア

ガーデン前が停留所になってい

ます。    

 

 

 

医療生協高島支部の会合で、

「あのバス、高島公民館前に止め

てくれんじゃろうか…」と話題に

なり、署名を集めて市当局、ふれ

あいセンターへ要望することに

なりました。 

署名はこれからです。折角のバ

スですから、自転車も安心して置

ける公民館前に停車して欲しい

ものです。  （高島・Ｎ） 

岡
北
地
区
の
学
習
会
は 

三
月
十
一
日
（
土
） 

本
紙
前
号
（
一
月
・
31
号
）
で
「
岡

北
地
区
九
条
の
会
」
の
学
習
会
を
＊

＊
二
月
四
日(

土)

と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
三
月
十
一
日
（
土
）
午
後

二
時
か
ら
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

会
場
の
北
公
民
館
、
講
師
の
岩
間

一
雄
先
生
は
変
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
 

一
月
十
五
日
（
日
）、
人
権
連
（
地

域
人
権
運
動
総
連
合
）
の
新
年
会
に

出
席
し
て
激
励
し
ま
し
た
。 

人
権
保
障
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、

ど
ん
な
差
別
も
許
さ
な
い
と
が
ん
ば

っ
て
い
る
人
権
連
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
意
を
共
に
し
た
ひ
と
と
き
で
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
稲
葉
）

新
し
い
九
条
の
会 

高
島
地
域
で
「
九
条
の
会
」
結
成
に
む

け
た
と
り
く
み
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
発
足
の
三
月
十
一
日
（
土
）
午
後
、

高
島
公
民
館
に
立
石
憲
利
さ
ん
を
迎
え
、

「
戦
争
と
民
話
」
を
語
っ
て
も
ら
い
、
運

動
を
地
域
で
ひ
ろ
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

津
島
地
域
は
、「
津
島
を
明
る
く
す
る

会
」
が
近
く
「
九
条
の
会
」
結
成
準
備
会

を
開
き
ま
す
。
呼
び
か
け
人
と
し
て
田
渕

（
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
会
長
）
・
西
谷

（
都
月
会
＝
老
人
会
＝
会
長
）・
矢
木
（
元

市
会
議
員
）
さ
ん
な
ど
、
十
人
の
名
前
が

挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

津島南の署名活動参加者・右から２人目は森脇県会議員 




